
発生生物学１１   母性（効果）遺伝子と体の前と後ろの決定   番号    氏名 

●発生における遺伝子の複製と発現（カエルでは） 

・受精→胞胚 

 

 

・胞胚→原口開く 

 

 

・原腸胚→神経胚→尾芽胚→幼生 

 

 

 

●母性（効果）遺伝子 

      母性効果遺伝子とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊3つの母性（効果）遺伝子のモデル  

    遺伝子                      分布           働き 

ビコイドmRNA              

 

ナノスmRNA        

 

ハンチバック ｍRNA 

『ギルバート発生生物学』阿形・高橋監訳/MEDSi刊 

未受精卵中の細胞質中のｍRNAの濃度勾配  

受精卵中の細胞質中のタンパク質の濃度勾配  

 

発生が進んだ胞胚の細胞質中のタンパク質の濃度勾配  

 

『キャンベル生物学』原書9版 丸善 

『ウィルト発生生物学』東京化学同人 



発生生物学１２   ホメオテック遺伝子とホメオテック変異   番号    氏名 

 奈良の大仏殿 大仏前の花瓶 

この蝶 なんか変？ 

 

 

 

●体節構造の形成 

母性（効果）遺伝子→分節遺伝子→ホメオテック遺伝子 

 

 

●ホメオティック遺伝子  

ホメオティック変異の例 

・ 

 

・ 

 

平均棍 双翅目の昆虫の後翅の 

飛翔機能が退化、変化した可動器官 

 

ホメオボックス  

ホメオティック遺伝子のもつ180塩基対

の相同性の高い塩基配列。 

 転写調節タンパク質としてもはたらく  

  

Hox遺伝子群 前後軸に沿った形態形成関与する。 

HoxA～D 

●昆虫類の進化とホメオボックス遺伝子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『キャンベル生物学』原書9版 丸善 

『キャンベル生物学』原書9版 丸善 『ギルバート発生生物学』阿形・高橋監訳/MEDSi刊 

『新形づくりの分子メカニズム』羊土社 i刊 


